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近
年
、
新
規
採
用
教
員
に
は
、

今
ま
で
以
上
に
即
戦
力
と
し

て
の
実
践
的
指
導
力
が
求
め

ら
れ
て
お
り
、
教
員
採
用
試
験

の
勉
強
だ
け
で
は
、
教
員
に
求

め
ら
れ
て
い
る
資
質
能
力
が

十
分
に
身
に
付
い
て
い
な
い

の
で
は
な
い
か
と
の
懸
念
が

さ
れ
て
い
ま
す
。 

そ
こ
で
日
本
体
育
大
学
で

は
、
平
成
二
十
七
年
五
月
に
教

員
養
成
の
新
た
な
取
り
組
み

と
し
て
、
「
日
体
教
学
舎
」
を

立
ち
上
げ
ま
し
た
。 

そ
の
目
的
は
、
教
員
を
強
く

志
望
し
て
い
る
学
生
が
集
ま

り
、
互
い
に
切
磋
琢
磨
し
、
共

に
学
び
合
い
高
め
合
い
な
が

ら
、
実
践
的
指
導
力
を
身
に
付

け
て
い
く
と
と
も
に
、
教
員
を

目
指
す
他
の
学
生
の
良
き
模

範
者
（
リ
ー
ダ
ー
）
と
な
る
こ

と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。 

こ
の
よ
う
な
取
り
組
み
を

通
し
て
、
教
育
者
と
し
て
望
ま

し
い
人
間
性
と
子
供
た
ち
の

模
範
と
な
る
社
会
性
、
そ
し
て
、

百
二
十
四
年
に
わ
た
っ
て
保

健
体
育
の
教
員
を
養
成
し
て

き
た
本
学
な
ら
で
は
の
理
論

と
実
践
に
基
づ
い
た
専
門
性

を
身
に
付
け
た
教
員
の
養
成

を
目
指
し
て
い
ま
す
。 

今
年
度
は
、
公
立
学
校
の
教

諭
を
目
指
す
十
五
名
の
学
生

が
、
小
論
文
や
面
接
の
選
考
を

経
て
一
年
間
日
体
教
学
舎
で

学
び
ま
し
た
。
前
後
期
併
せ
て

二
十
八
回
の
講
義
や
演
習
等

を
行
い
、
前
期
で
は
、
「
い
じ

め
」
「
不
登
校
」
「
体
罰
」
「
情

報
モ
ラ
ル
」
「
保
護
者
対
応
」

等
の
教
育
課
題
に
対
す
る
理

解
と
と
も
に
、
ロ
ー
ル
プ
レ
イ

な
ど
を
通
し
て
、
具
体
的
な
対

応
の
在
り
方
に
つ
い
て
校
種

別
に
協
議
・
発
表
し
、
そ
の
後
、

講
師
の
先
生
方
か
ら
指
導
講

評
を
い
た
だ
く
な
ど
し
て
実

践
的
指
導
力
を
培
っ
て
き
ま

し
た
。 

ま
た
後
期
は
、「
体
育
」「
保

健
」
の
指
導
方
法
の
研
究
協
議

が
中
心
と
な
り
、
指
導
計
画
の

作
成
と
と
も
に
模
擬
授
業
を

行
い
ま
し
た
。
こ
の
よ
う
な
取

り
組
み
に
対
し
て
、
東
京
都
同

窓
会
を
は
じ
め
学
校
管
理
職

等
の
ご
経
験
の
あ
る
本
学
Ｏ

Ｂ
、
Ｏ
Ｇ
の
方
々
や
各
分
野
の

専
門
家
を
講
師
と
し
て
お
招

き
し
、
延
べ
十
六
名
の
先
生
方

に
よ
る
ご
指
導
を
頂
戴
す
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
そ
し
て
、

そ
の
結
果
を
平
成
二
十
八
年

一
月
八
日(

月)

十
八
時
か
ら
世

田
谷
キ
ャ
ン
パ
ス
記
念
講
堂

で
発
表
す
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。 

こ
の
発
表
に
向
け
て
、
「
日

体
教
学
舎
」
の
学
生
た
ち
は
、

二
か
月
前
か
ら
準
備
に
か
か

り
、
二
週
間
前
か
ら
は
毎
日
の

よ
う
に
学
生
一
人
一
人
が
主

体
的
に
集
ま
り
、
自
分
た
ち
が

行
う
模
擬
授
業
の
展
開
を
熱

く
協
議
し
、
練
習
し
て
い
ま
し

た
。
し
か
し
、
最
初
の
リ
ハ
ー

サ
ル
で
は
、
時
間
ば
か
り
が
過

ぎ
て
思
う
よ
う
な
リ
ハ
ー
サ

ル
が
で
き
ず
、
皆
の
中
で
大
き

な
不
安
感
が
湧
き
上
が
っ
て

い
ま
し
た
。
そ
の
後
、
リ
ー
ダ

ー
を
中
心
に
一
丸
と
な
っ
て

取
り
組
む
中
で
、
一
人
一
人
が

発
表
会
を
成
功
さ
せ
る
た
め

に
は
、
何
を
ど
の
よ
う
に
し
た

ら
よ
い
の
か
と
考
え
行
動
し
、

自
分
の
意
見
を
し
っ
か
り
と

述
べ
る
よ
う
に
な
る
な
ど
、
学

生
一
人
一
人
の
取
り
組
む
姿

勢
が
変
化
し
て
い
き
ま
し
た
。

こ
の
体
験
は
、
教
師
を
目
指
す

学
生
に
と
っ
て
大
き
な
成
長

と
言
え
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。 

発
表
会
で
は
、
こ
の
よ
う
に

成
長
し
た
学
生
た
ち
が
、
そ
れ

ぞ
れ
の
持
ち
味
を
生
か
し
て

学
ん
だ
成
果
を
精
一
杯
表
現

し
、
発
表
し
て
い
ま
し
た
。 

発
表
会
の
冒
頭
の
あ
い
さ

つ
で
学
長
か
ら
「
創
立
百
二
十

五
周
年
の
初
め
に
本
発
表
会

が
開
催
さ
れ
る
こ
と
は
大
変

意
義
深
い
。
「
日
体
教
学
舎
」

の
成
果
も
踏
ま
え
て
四
月
か

ら
教
職
支
援
セ
ン
タ
ー
を
設

置
す
る
。
ま
た
、
受
講
者
は
学

生
の
模
範
と
な
る
と
と
も
に

よ
り
高
い
実
践
的
指
導
力
を

身
に
付
け
て
ほ
し
い
。
」
と
の

お
話
し
を
い
た
だ
き
、
学
生
た

ち
の
心
は
高
鳴
っ
て
い
き
ま

し
た
。 

発
表
内
容
は
、
「
日
体
教
学
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教
育
支
援
委
員
会 

平
成
二
十
八
年
度 

活
動
に
つ
い
て 

 

委
員
長 
小
橋
川 

和
子 

舎
一
年
の
取
り
組
み
」
、
教
育

課
題
発
表
と
し
て
、
「
子
ど
も

の
自
尊
感
情
と
教
育
」
「
思
考

力
・
判
断
力
・
表
現
力
の
向
上

に
つ
い
て
」
、
そ
し
て
、
保
健

医
療
学
部
の
福
田
先
生
と
井

之
口
先
生
を
特
別
講
師
と
し

て
招
い
た
高
等
学
校
の
保
健

「
応
急
手
当
」
、
中
学
校
体
育

の
「
体
つ
く
り
運
動(

体
ほ
ぐ

し)

」
の
模
擬
授
業
が
行
わ
れ

ま
し
た
。
そ
の
結
果
は
、
指
導

講
評
で
お
い
で
い
た
だ
い
た

元
東
京
都
中
学
校
校
長
会
会

長
（
現
武
蔵
野
大
学
教
授
）
の

堀
米
先
生
か
ら
賞
賛
を
い
た

だ
く
と
と
も
に
、
「
う
ま
い
授

業
」
で
は
な
く
て
「
良
い
授
業
」

を
行
っ
て
ほ
し
い
。
授
業
の
中

で
「
認
め
合
い
」
「
励
ま
し
合

い
」
「
協
力
し
合
い
」
の
三
つ

の
「
合
い
」
あ
る
良
い
授
業
が

で
き
る
よ
う
に
今
後
も
研
鑽

し
て
く
だ
さ
い
」
と
の
お
言
葉

を
頂
戴
し
ま
し
た
。 

最
後
に
体
育
学
部
長
か
ら
、

「
常
に
Ｐ
Ｄ
Ｃ
Ａ
サ
イ
ク
ル

を
活
用
す
る
こ
と
が
大
事
で

す
。
「
日
体
教
学
舎
」
は
ま
だ

一
年
目
で
す
。
今
後
の
活
躍
と

研
鑽
を
望
み
ま
す
」
と
の
お
言

葉
を
い
た
だ
き
、
教
員
に
な
り

た
い
と
強
く
思
っ
て
い
る
学

生
た
ち
の
目
が
一
層
輝
い
て

い
き
ま
し
た
。 

こ
の
取
り
組
み
は
、
次
年
度

以
降
も
一
層
充
実
し
継
続
し

て
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。
こ

こ
ま
で
の
関
係
者
の
皆
様
の

ご
尽
力
に
心
か
ら
感
謝
申
し

上
げ
る
と
と
も
に
、
次
年
度
も

引
き
続
き
ご
理
解
と
ご
支
援

を
賜
り
ま
す
よ
う
よ
ろ
し
く

お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。 

東
京
都
同
窓
会
の
教
育
支

援
委
員
会
の
設
立
の
趣
旨
を

改
め
て
述
べ
る
と
、
東
京
都
同

窓
会
の
諮
問
を
受
け
て
設
立

さ
れ
た
も
の
で
あ
り
、
同
窓
会

の
事
業
の
一
環
と
し
て
活
動

す
る
も
の
で
す
。
業
務
内
容
と

し
て
は
、
教
育
実
習
巡
回
指
導

の
教
育
実
習
巡
回
指
導
担
当

特
別
講
師
（
同
窓
会
か
ら
の
依

頼
に
よ
る
）
と
、
教
員
採
用
試

験
一
次
対
策
講
座
（
大
学
か
ら

の
依
頼
に
よ
る
）
の
ふ
た
つ
の

支
援
を
重
点
的
に
行
っ
て
い

ま
す
。
今
年
度
も
教
育
支
援
委

員
会
年
三
回
、
巡
回
指
導
担
当

特
別
講
師
反
省
会
を
予
定
し

て
い
ま
す
。 

平
成
二
十
八
年
度
の
教
育

実
習
巡
回
指
導
の
特
別
講
師

の
割
り
当
て
に
つ
い
て
は
、
昨

年
十
二
月
三
日
に
原
案
を
作

成
し
、
十
二
月
十
八
日
に
百
九

十
八
名
の
教
育
実
習
生
に
四

十
八
名
の
特
別
講
師
で
対
応

す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

担
当
す
る
学
生
と
の
、
教
育
実

習
の
事
前
指
導
が
三
月
二
十

六
日
（
土
）
世
田
谷
キ
ャ
ン
パ

ス
で
予
定
さ
れ
て
い
ま
す
。
一

人
の
講
師
が
三
名
～
五
名
の

学
生
を
担
当
し
、
実
習
校
へ
二

回
か
ら
三
回
訪
問
指
導
す
る

こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。
同
窓

の
皆
様
の
勤
務
校
に
お
伺
い

す
る
こ
と
も
あ
る
か
と
思
い

ま
す
が
忌
憚
の
な
い
ご
意
見

ご
要
望
を
お
寄
せ
い
た
だ
け

れ
ば
幸
い
で
す
。 

さ
て
も
う
一
つ
の
業
務
内

容
の
教
員
採
用
試
験
一
次
対

策
講
座
は
、
今
年
度
も
す
で
に

準
備
が
整
っ
て
い
ま
す
。
日
体

大
同
窓
生
の
た
め
の 
同
窓

生
に
よ
る
「
教
員
採
用
試
験
対

策
講
座
」
の
Ｐ
Ｒ
を
細
部
に
わ

た
り
行
っ
て
い
ま
す
。
例
え
ば
、

世
田
谷
校
舎
や
建
志
台
校
舎

の
キ
ャ
リ
ア
支
援
セ
ン
タ
ー

の
掲
示
板
や
全
国
同
窓
会
の

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
活
用
し
ア

ナ
ウ
ン
ス
し
て
い
る
と
こ
ろ

で
す
。
な
お
今
年
度
の
新
た
な

試
み
と
し
て
、
世
田
谷
校
舎
に

お
い
て
教
員
採
用
試
験
の
講

座
内
容
の
説
明
を
三
月
十
二

日
（
土
）
午
後
一
時
か
ら
二
時

ま
で
行
い
ま
す
。
今
年
度
の
実

施
回
数
は
、
五
回
で
す
。
前

期
：
第
一
回
四
月
十
六
日
（
土
）、

第
二
回
四
月
二
十
三
日
（
土
）、

第
三
回
四
月
三
十
日
（
土
）
、

後
期
：
第
一
回
六
月
十
九
日

（
日
）
、
第
二
回
六
月
二
十
六

日
（
日
）
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

同
窓
の
皆
様
の
職
場
に
、
本
学

卒
業
の
期
限
付
き
教
員
や
非

常
勤
講
師
の
方
が
い
ら
っ
し

ゃ
い
ま
し
た
ら
是
非
ご
紹
介

の
う
え
参
加
を
促
し
て
い
た

だ
け
れ
ば
幸
い
で
す
。 

本
講
座
を
昨
年
受
講
さ
れ

た
方
の
、
平
成
二
十
七
年
度
東

京
都
教
員
採
用
試
験
の
一
次

合
格
は
七
名
、
最
終
合
格
者
は

四
名
で
し
た
。
さ
ら
に
、
こ
れ

を
上
回
る
結
果
を
残
し
た
い

と
昨
年
度
の
受
講
者
の
ア
ン

ケ
ー
ト
を
基
に
改
善
を
図
り

準
備
し
て
参
り
ま
し
た
の
で
、

カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
の
一
端
を
ご

紹
介
い
た
し
ま
す
。
前
期
は
、

講
演
「
東
京
都
の
教
員
に
な

る
」
、
教
職
教
養
問
題
の
学
習

方
法(

個
別
に
相
談
対
応)

に
つ

い
て
、
過
去
問
か
ら
の
出
題
演

習
（
一
般
教
養
問
題
、
専
門
教

養
問
題
）
の
問
題
解
説
と
学
習

方
法
に
つ
い
て
、
論
文
作
成
の

た
め
の
学
習
方
法(

論
文
作
成

学
習
に
一
分
間
ス
ピ
ー
チ
を

導
入)

、 

論
文
添
削
指
導
に
つ

い
て
は
、
評
価
票
を
活
用
し
、

振
り
返
り
を
導
入
、
受
講
者
の

姿
が
見
え
る
論
文
作
成
に
力

点
を
置
き
指
導
を
図
っ
て
ま

い
り
ま
す
。 

前
期
最
終
日
に
は
、
講
演

「
合
格
へ
の
道
」
と
題
し
て
、

卒
業
生
に
よ
る
講
演
を
予
定

し
て
お
り
ま
す
。
ま
た
後
期
初

日
は
、
一
般
教
養
問
題
・
専
門

教
養
問
題
の
模
擬
試
験
。
最
終

日
は
講
演
「
東
京
都
の
教
員
に

な
る
」
。
演
習
の
自
己
評
価
と

他
者
評
価
を
受
験
校
種(

小
・

中
・
高)

、
特
別
支
援
学
校
、

養
護
教
諭
、
中
高
保
健
体
育
科

教
師
別
の
指
導
を
行
い
ま
す
。

チ
ー
ム
日
体
大
と
し
て
本
学

卒
業
の
誇
り
を
持
っ
た
教
師

の
育
成
と
多
く
の
後
輩
の
輩

出
を
念
頭
に
置
き
、
今
年
度
も

全
力
で
指
導
に
当
た
っ
て
ま

い
り
ま
す
の
で
、
同
窓
の
皆
様

の
ご
協
力
と
応
援
を
お
願
い

申
し
上
げ
ま
す
。



    平成２８年３月１日発行                             日 体 魂 

平
成
二
十
七
年
度 

 

教
育
実
習
巡
回
指
導 

反
省
協
議
会
報
告 

 
広
報
委
員
会 

 
 

 
山
本 

收
太
朗 

○
日
時 

平
成
二
十
七
年 

十
一
月
七
日(

土) 

午
後
二
時
～
四
時
三
十
分 

 

○
開
催
場
所 

日
体
大
深
沢
キ
ャ
ン
パ
ス 

２
５
０
３
教
室 

 

○
大
学
側
出
席
者 

教
職
担
当
・
准
教
授 

 
 

 
 

後
藤 

 

彰 

キ
ャ
リ
ア
支
援
課
・
事
務
長 

大
山 

 

茂 

キ
ャ
リ
ア
支
援
課
・
事
務 

 

臼
田 

周
平 

学
務
課 

 
 
 

林 

美
佳
子 

 

○
東
京
都
同
窓
会
出
席
者 

 

会
長 

 
 

 

高
田 

幸
一 

副
会
長 

 
 

竹
内 

定
雄 

副
会
長 

 
 

大
瀧 

吉
夫 

副
会
長 
 

 

角
杉
美
恵
子 

教
育
支
援
委
員
会
委
員
長 

 

小
橋
川
和
子 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

他 

教
育
支
援
委
員 

巡
回
指
導
特
別
講
師 

 

 

○
協
議
内
容 

一
．
開
会
の
辞 

竹
内 

定
雄 

巡
回
指
導
は
、
平
成
十
四
年

北
海
道
で
始
ま
り
、
平
成
十
八

年
東
京
都
も
大
学
の
依
頼
を

受
け
十
年
と
な
り
ま
し
た
。
こ

の
反
省
会
を
活
か
し
て
次
年

度
に
備
え
た
い
。 

二
．
挨
拶 

 
 

高
田 

幸
一 

 

学
生
の
意
識
、
資
質
の
差
が

あ
る
中
、
巡
回
指
導
い
た
だ
き

感
謝
し
て
お
り
ま
す
。
こ
の
反

省
会
を
次
に
つ
な
げ
て
い
き
、

日
体
魂
を
持
っ
た
後
輩
を
輩

出
し
た
い
。 

 
 
 
 

挨
拶  

 
 

後
藤 

彰 

大
学
で
は
、
教
員
志
望
の
学

生
の
増
加
に
対
し
都
同
窓
会

の
教
育
実
習
巡
回
指
導
の
重

要
性
を
認
識
し
て
い
ま
す
。 

学
生
は
、
部
活
動
や
企
業
体

験
、
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
の
活
動
を
通
し

教
員
志
望
の
学
生
が
増
加
し

て
い
ま
す
。 

教
師
と
し
て
の
望
ま
し
い

人
間
性
、
子
供
の
模
範
と
な
る

社
会
性
、
本
学
な
ら
で
は
の
理

論
と
実
践
に
基
づ
い
た
専
門

性
を
身
に
付
け
た
教
諭
の
養

成
を
考
え
、
平
成
二
十
七
年
度

か
ら
「
日
体
教
学
舎
」
を
立
ち

上
げ
た
。
活
動
に
ご
理
解
を
い

た
だ
き
た
い
。 

 
 

 

挨
拶 

小
橋
川 

和
子 

教
育
支
援
は
、
巡
回
指
導
と

教
員
採
用
試
験
対
策
が
あ
る
。

平
成
二
十
七
年
は
百
二
十
八

校
百
九
十
四
名
の
学
生
に
、
五

十
五
名
の
巡
回
講
師
が
対
応

し
た
。
平
成
二
十
八
年
度
は
百

三
十
六
校
百
九
十
八
名
に
、
四

十
八
名
の
巡
回
講
師
を
お
願

い
し
て
い
る
。 

三 

反
省
協
議 

岡
田
前
会
長
か
ら
①
巡
回

指
導
の
方
向
性
を
出
す
よ
う

進
め
て
も
ら
い
た
い
。
②
本
協

議
会
へ
の
参
加
率
が
下
が
っ

て
い
る
。
多
く
の
講
師
で
協
議

を
行
い
た
い
。
と
の
要
望
あ
り
。 

☆
今
年
度
初
め
て
担
当
し
た

講
師
の
報
告
と
意
見 

高
校
四
名
・
中
学
校
一
名
を

担
当
し
た
。
大
学
よ
り
発
行
さ

れ
て
い
る
『
教
育
実
習
の
手
引

き
』
に
基
づ
い
た
指
導
を
行
っ

た
。
実
習
前
に
二
回
指
導
案
作

成
の
指
導
を
し
た
。
高
校
の
実

習
生
は
勤
務
先
だ
っ
た
の
で
、

期
間
中
指
導
が
で
き
た
。
中
学

校
の
学
生
は
一
回
し
か
学
校

訪
問
を
で
き
な
か
っ
た
。 

☆ 

出
席
委
員
か
ら
の
意
見 

 
 

巡
回
指
導
で
は
指
導
方
法

や
内
容
な
ど
共
通
に
す
る
こ

と
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
。
大

学
か
ら
派
遣
さ
れ
て
い
る
講

師
と
い
う
自
覚
を
し
た
い
。 

教
員
志
望
と
そ
う
で
な
い

学
生
の
実
習
中
意
識
の
差
が

大
き
い
。 

授
業
や
部
活
動
指
導
で
安

全
管
理
に
不
安
が
あ
る
。
実
習

校
の
指
導
教
諭
も
気
づ
か
ず

に
い
る
場
合
も
あ
り
、
講
師
と

し
て
実
習
生
を
指
導
し
た
。 

指
導
案
の
書
き
方
を
指
導
、

往
復
は
が
き
に
心
情
を
書
い

て
送
る
、
メ
ー
ル
で
連
絡
を
取

り
合
う
な
ど
、
実
習
に
入
る
前

に
講
師
を
知
っ
て
も
ら
い
効

果
が
あ
っ
た
。 

訪
問
指
導
は
、
一
人
三
回
三

時
間
を
目
安
と
い
う
意
見
が

あ
っ
た
。
三
回
は
多
い
と
の
意

見
も
あ
り
、
多
く
は
研
究
授
業

を
含
め
一
・
二
回
で
あ
っ
た
。 

訪
問
先
に
一
日
い
た
の
で
、
学

生
や
実
習
校
の
教
員
と
話
を

深
め
、
指
導
が
で
き
た
。 

研
究
授
業
で｢

保
健｣

の
授

業
を
担
当
さ
せ
な
い
、
保
健
の

教
科
書
を
使
わ
な
く
て
良
い

と
実
習
生
に
指
導
し
て
い
る

学
校
が
あ
っ
た
。
基
礎
・
基
本

の
指
導
で
、
指
導
者
が
プ
ー
ル

に
入
ら
な
い
事
例
も
あ
っ
た
。 

実
習
校
で
の
指
導
教
諭
の
指

導
に
ど
の
程
度
立
ち
入
れ
る

か
難
し
い
。 

→(

後
藤
准
教
授
回
答
： 

全
国

で
巡
回
指
導
を
行
っ
て
い
る

の
で
、
一
概
に
こ
の
よ
う
な
対

応
で
と
お
願
い
で
き
な
い
。) 

｢

教
育
実
習
日
誌｣

の
点
検
、

講
師
所
見
の
記
入
、
研
究
授
業

の
感
想
、
実
習
中
に
気
付
い
た

こ
と
を
指
導
し
な
が
ら
、
教
員

志
望
を
継
続
さ
せ
て
い
く
よ

う
に
指
導
を
し
た
。 

事
後
指
導
で
は
、
大
学
で
約

一
時
間
半
程
度
指
導
し
た
。
実

習
日
誌
の
所
見
の
記
入
は
、
学

生
に
日
誌
を
郵
送
さ
せ
た
。
あ

て
名
書
き
や
封
書
に
記
入
す

る
べ
き
事
柄
な
ど
、
基
本
的
な

こ
と
を
知
ら
な
い
こ
と
に
驚

か
せ
ら
れ
る
こ
と
が
あ
っ
た
。 

四 

大
学
か
ら
の
報
告 

日
体
教
学
舎
に
つ
い
て 

後
藤 

彰 

准
教
授 

「
日
体
教
学
舎
」
は
教
師
を
目

指
す
若
者
に
、
よ
り
教
育
的
実

践
力
を
高
め
る
た
め
の
リ
ー

ダ
ー
と
な
る
人
材
づ
く
り
を

し
て
い
る
。 

 
 

一
年
間
二
十
五
回
の
講
座

を
開
く
予
定
。
い
じ
め
・
不
登

校
・
体
罰
・
情
報
モ
ラ
ル
・
保

護
者
対
応
等
を
テ
ー
マ
と
し

た
ロ
ー
ル
プ
レ
イ
に
取
り
組

ん
で
い
る
。
二
十
回
か
ら
二
十

二
回
は
模
擬
授
業
を
予
定
し

て
い
る
。
来
年
一
月
十
八
日
に

は
前
東
京
都
中
学
校
校
長
会 
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会
長
の
堀
米
孝
尚
氏
を
お
招

き
し
、
模
擬
授
業
発
表
会
を
行

う
。
模
擬
授
業
の
指
導
・
助
言

の
講
師
を
都
同
窓
会
に
お
願

い
し
た
い 

教
員
採
用
選
考
結
果
報
告 

事
務
長 

大
山 

茂 
 

今
年
の
全
国
の
教
員
採
用

選
考
は
、
一
次
合
格
者
七
十
六

名
、
二
次
合
格
者
二
十
七
名
で

昨
年
か
ら
三
名
増
え
て
い
る
。

東
京
都
は
、
二
次
合
格
者
十
名
、

期
限
付
が
八
名
で
、
合
格
者
二

名
、
期
限
付
三
名
が
増
え
て
い

る
。
既
卒
は
除
い
て
い
る
。 

事
務
局
よ
り 

幹
事
長 

関 

毅
彦 

今
回
の
協
議
会
よ
り
、
費
用

弁
済
と
し
て
担
当
し
た
学
生

一
人
に
付
き
一
千
円
と
交
通

費
二
千
円
と
し
た
。
十
一
月
十

一
日
の
体
育
研
究
実
演
発
表

会
に
つ
い
て
案
内
。 

広
報
委
員
会
委
員
長 

 
 

 
 

 

角
杉 

美
恵
子 

東
京
都
同
窓
会
広
報
誌 

第
十
七
号
「
日
体
魂
」
十
二
月

一
日 

発
行
予
定
で
す
。 

四 

閉
会
の
辞 

 
 

 

山
本 

收
太
朗 

 
 

 
 

 

次
年
度
に
向
け
て
、
継
続
性

を
も
た
せ
て
教
員
志
望
の
学

生
を
支
援
し
て
い
く
こ
と
の

決
意
表
明
で
閉
会
の
辞
と
し

た
。 

学生と同窓生のための同窓生による 

平成２９年度東京都教員採用候補者選考試験対策講座開催予定 
 

講  師 日本体育大学卒業で東京都公立学校管理職(校長・副校長)の経験者 

講  座 全 5 回 

会  場 日本体育大学 東京・世田谷キャンパス内 ３２０２教室 

開催日時 前期(3 回)平成 28 年４月１６・２３・３０日(土)、後期(２回)６月１９・２６日(日) 

費  用 １，０００円(各回ごと) 

主  催 日本体育大学東京都同窓会教育支援委員会 

共  催 日本体育大学東京都保護者会 

問合せ先 日本体育大学学生支援センター 

日本体育大学東京都同窓会(担当：五石 090-4418-9181)  

講座内容(平成 2８年度実施計画) 

前期 

第１回 受講と採用選考受験の基本的な準備、教養問題と論文問題の学習方法 

講演「東京都の教員になる」 ― 期待される教師像 ― 

第２回 一般・専門教養問題の演習、教養問題学習の進め方、論文問題の学習 

1 分間スピーチ、講演｢合格への道｣、論文添削 

第３回 論文問題の演習、論文問題演習の振返り、評価を活用した学習法 

 

後期 

第４回 一般・教養模擬問題による演習、論文(模擬)問題演習、受験校種別個別相談 

第５回 講演「東京都の教員になる」 ― 期待される教師像 ― 

       論文(模擬)問題演習と添削指導、受験校種別個別相談 

 

『個別の指導と相談 』論文演習の添削指導を含み個人的なアドバイスや相談にのることができます。

講義の時間は、各回ともに 10:00 から 16:00 (途中昼食休憩があります。) 東京都以外の自治体を受験

希望の方、他自治体の同窓生で東京都の採用試験を受験される方も参加可能です。（内容は、過去の東京

都教員採用試験問題や講師が作成した模擬問題を実施いたします。） 

 

編 

集 

後 

記 
  

 

今
号
は
後
藤
彰
先
生

か
ら
「
日
体
教
学
舎
」
の

お
話
と
、
教
育
支
援
委
員

会
の
活
動
、
教
育
実
習
巡

回
指
導
の
反
省
協
議
会

に
つ
い
て
ご
報
告
致
し

ま
し
た
。 

大
学
と
連
携
し
、
多
く

の
学
生
が
教
職
の
道
に

就
け
る
よ
う
、
都
同
窓
会

の
み
な
さ
ま
の
ご
協
力

を
お
願
い
致
し
ま
す
。 

ま
た
、
都
同
窓
会
の
活

動
、
会
報
第
18
号
へ
の

ご
意
見
や
ご
感
想
、
次
号

以
降
に
つ
い
て
の
ご
要

望
な
ど
、
是
非
お
聞
か
せ

く
だ
さ
い
。 


